
〈報

告

〉 
国
際
真
宗
学
会
第
五
回 

大
会
に
参
加
し
て

一
 

楽 

真 

は
じ

め

に 

昨
年
ハ
月
二
日
〜
五
日
の
三
日
間
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
バ
ー 

ク

レ

イ

校(

リ
。2
) 
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
第
五
回
国
際
真
宗
学 

会
に
参
加
し
て
、
早
や
九
カ
月
が
経
過
し
た
。
英
語
力
も
な
く
初
め
て
参 

加
し
た
国
際
的
学
会
で
あ
り
、
ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
を
垣
間
見
た
に
過
ぎ 

な
い
が
、
参
加
者
相
互
の
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
に
触
発
を
受
け
、
多
く
の 

問
い
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
と
い
う
印
象
は
今
も
な
お
強
い
。
報
告
と
言
う 

に
は
あ
ま
り
に
遅
き
に
失
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
真
宗
学
の
置
か
れ 

て
い
る
現
状
と
そ
の
中
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
課
題
を
考
え
る
の
に
、
資 

す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
管
見
を
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま 

た
、
併
せ
て
来
夏
に
控
え
た
本
学
を
会
場
と
し
て
の
第
六
回
大
会
に
向
け 

て
の
我
々
自
身
の
関
わ
り
も
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

会

の

槪

要
 

国
際
真
宗
学
会
は
設
立
さ
れ
て
か
ら
十
年
を
迎
え
、
現
在
で
は
会
員
も 

ハ
ワ
イ
・
北
米
の
み
で
な
く
、

ア
ジ
ア
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
南
米
に
広
が
り
、

そ
の
数
は
日
本
国
内
三
〇
〇
余
名
、
海
外
で
は
四
〇〇

余
名
と
な
っ
て
い 

る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
会
の
設
立
に
は
西
本
願
寺
の
海
外
開 

教
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
、
開
教
の
際
に
問
題
と
な
る
教 

学
の
研
究
会
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
設
立
当
初
か
ら
、
 

会
員
に
は
西
本
願
寺
の
開
教
監
督
や
開
教
使
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
た
だ 

近
年
は
、
多
く
の
仏
教
研
究
者
な
ど
の
参
加
を
見
て
、
宗
派
を
超
え
た
真 

宗
研
究
の
場
と
し
て
開
か
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
会
の
活
動
と
し 

て
欧
文
真
宗
誌:

孑2

厂
も
今-

が
定
期
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の 

誌
面
か
ら
も
学
会
の
性
格
の
推
移
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

大
会
は
二
年
に
一
回
の
割
合
で
開
催
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の 

大
会
の
開
催
年
と
会
場
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

第

一

回

一

九

八

三

年

龍

谷

大

学 

第

二

回

一

九

八

五

年

本

派

本

願

寺

ハ

ワ

イ

別

院 

第
三
回
一
九
ハ
七
年
八
月
六
〜
八
日
カ
リ

フ
ォ

ル
ニ
ア
州
立
大 

学
バ
ー
ク
レ
イ
校

第
四
回
一
九
八
九
年
八
月
一
〜
三
日
本
派
本
願
寺
ハ
ワ
イ
別
院 

本
学
か
ら
は
、
真
宗
総
合
研
究
所
「
海
外
仏
教
研
究
」

の
活
動
と
し
て
、
 

第

三

回

・
第
四
回
の
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。

今
回
の
第
五
回
大
会
は
、
西
本
願
寺
の
仏
教
大
学
院(
1
3
5
 )

とV
 

¢
3

が
主
催
し
て
行
わ
れ
た
。

「
真
宗
学
の
回
顧
と
展
望
」(『
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倖)

と
い
う
大
会
テ
ー
マ
が
示
す
よ
う
に
、
学
会
設
立
十
周
年
を 

迎
え
る
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
学
び
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
何
を
為 

し
て
い
く
べ
き
か
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
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大
会
は
部
会
に
分
れ
る
こ
と
な
く
、
参
加
者
全
員
が
一
会
場
に
集
う
形 

で
行
わ
れ
、
参
加
者
相
互
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
 

参
加
者
は
い
わ
ゆ
る
仏
教
研
究
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
開
教
使
や
信
者
の
方 

も
加
え
、

三
日
間
と
も
百
人
に
及
ぶ
聴
衆
で
あ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

テ
ー
マ
を
も
と
に
し
た
基
調
発
表
と
討
論
形
式
の
パ 

ネ
ル
と
、

い
わ
ゆ
る
研
究
発
表
・
質
疑
応
答
形
式
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
二
つ 

か
ら
成
っ
て
い
た
。
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
が
、
す
べ
て
の
発
表
題
目
及 

び
発
表
者
を
次
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。
な
お
題
目
の
邦
訳
は
、
事
務
局
発 

行

の

「
国
際
真
宗
学
会
ニ
ュ
ー
ス
」
に
拠
っ
た
。

ハ

月

三

日(

土)

パ
ネ
ル1

〈
浄
土
真
宗
と
宗
教
的
対
話
〉

司

会

リ

チ

ャ

ー

ド
:

ヘ

イ

ン(
1
8
5
)
 

宗
教
的
多
元
世
界
に
於
け
る
浄
土
真
宗

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ブ

ル

ー

ム(
1
2
 5) 

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
対
象ル

イ
ス
・
ラ
ン
カ
ス
タ
—
(

リ〇

ち) 

ラ
イ
オ
ネ
ル
・
ル
ー
ス
ク
ル
ッ
グ(

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
大) 

互
い
の
眼
を
通
し
て
——

浄
土
真
宗
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
対
話

ケ
ネ
ス
・
ク
レ
イ
マ
ー(

サ
ン
ノ
ゼ
州
立
大) 

不
拝
世
俗
王!
!

浄
土
真
宗
と
社
会
倫
理

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク(

セ
ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ
ク
神 

学
校)

セ
ッ
シ
ョ
ン1

〈
浄
土
真
宗
の
理
論
と
実
践
〉 

司

会

フ

ィ

リ

ッ

プ

・
ア

イ

ド

マ

ン(
1
2
 5)

一
乗
海!

親
鸞
の
一
乗
の
解
釈
に
つ
い
て那

須

英

勝(

神
学
大
学
院) 

曇
鸞
の
浄
土
観

佐

々

木

恵

精(

京
都
女
子
大
学) 

親
鸞
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
否
定

野

村

伸

夫(

京
都
女
子
大
学) 

金

子

大

榮

『
真
宗
学
序
説
』
再
考

安

富

信

哉(

大
谷
大
学)

世

親

『
浄
土
論
』

の
構
造
に
つ
い
てリ

チ
ャ
ー
ド
・
ペ
イ
ン(
1
6
5
)
 

本
来
的
仏
教
と
し
て
の
浄
土
真
宗

宮

地

廓

慧(1

ち5)

パ
ネ
ル2

〈
浄
土
教
に
於
け
る
聖
と
俗
の
連
係
〉

司

会

マ

ー

ク

・
海

野
(

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学) 

末
法
思
想
の
中
国
的
背
景

ラ
ッ
セ
ル
・
カ

ー

ク

ラ

ン

ド(

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学)

恵
信
尼
文
書
に
み
ら
れ
る
女
人
往
生

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ド

ビ

ン

ズ(

オ
ベ
リ
ン
大
学) 

真
宗
学
と
世
俗
化

嵩

満

也
(

龍
谷
大
学) 

米
国
仏
教
会 
(2
¢

人)

の
真
俗
二
諦

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
松

本
(

ス
ト
ッ
ク
ト
ン
仏
教
会) 

ハ

月

四

日(

日)

セ
ッ
シ
ョ
ン2

〈
浄
土
真
宗
教
義
学
の
諸
問
題
〉
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司
会 

ル
ー
ス
・
タ

ブ

ラ(

ハ
ワ
イ
仏
教
研
究
所) 

信
心
の
近
代
化!
！

信
一
念
と
清
沢
満
之
の
信
念

樋

口

章

信(

大
谷
大
学) 

現
生
正
定
聚
に
つ
い
て

紅

葆

英

顕(

相
愛
大
学) 

親
鸞
に
於
け
る
存
在
と
時
間

五

十

嵐

明

宝(

大
東
文
化
大
学) 

真
仏
土
に
つ
い
て

松

林

芳

秀(
1
6
5
)
 

セ
ッ
シ
ョ
ン3

〈
浄
土
真
宗
の
現
代
的
課
題
〉

司

会

新

井

俊

一
(

相
愛
大
学) 

性
的
差
別
と
浄
土
真
宗-
-

悪
人
正
機
を
め
ぐ
っ
て

ジ

ョ

ン

・
庵

原
(

龍
谷
大
学) 

人
生
経
験
の
宗
教
的
内
容
——

浄
土
教
の
視
点
か
ら 

ゴ
ー
ド
ン
・
フ
ァ
ン
グ
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
フ
ァ
ン
グ(

サ
ン 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住) 

キ
リ
ス
ト
教
の
祈
り
と
念
仏-
-

二
宗
教
の
類
似
と
相
違

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ー
マ
ン(

神
学
大
学
院) 

ハ

月

五

日(

月) 

セ
ッ
シ
ョ
ン4

〈
解
釈
と
表
現
〉

司

会

藤

谷

政

躬(I
 3
 3̂
 

仏
教
英
語
再
考

ル
ー
ス
・
タ
ブ
ラ(

ハ
ワ
イ
仏
教
研
究
所) 

真
宗
の
基
本
原
理
の
図
式
解
説

稲

垣

久

雄(

龍
谷
大
学) 

花
岡
大
学
の
仏
教
童
話

朝

枝

善

照(

龍
谷
大
学) 

パ
ネ
ル3

〈
阿
弥
陀
仏
と
浄
土!
!

概
念
と
イ
メ
ー
ジ
の
現
代
的
変
容
〉

司

会

ケ

ン

・

田

中(
1
3
5
)
 

宗
教
的
多
様
性
と
宗
教
的
真
理

ゴ
ー
ド
ン
・
カ
ウ
フ
マ
ン(

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学) 

阿
弥
陀
仏
と
浄
土

海

野

大

徹(

ス
ミ
ス
大
学) 

究
極
的
指
標
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏

徳

永

道

雄(

京
都
女
子
大
学) 

法
然
と
親
鸞
の
宗
教
的
象
徴!
!

阿
弥
陀
仏
と
浄
土

町

田

ソ

ウ

ホ

ウ(

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学) 

ア
メ
リ
カ
的
状
況
に
於
け
る
阿
弥
陀
仏
と
浄
土
の
象
微
化

ケ

ン

・
田

中(
1
2
$
)
 

応

対

者

ア

ル

フ

レ

ッ

ド

・
ブ

ル

ー

ム(
1
2
$
)
 

パ
ネ
ル4

〈
真
宗
学
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か!
—

解
釈
上
の
諸
問
題
〉 

司

会

ジ

ェ

ー

ム

ズ

・
ド

ビ

ン

ズ(

オ
ベ
リ
ン
大
学) 

親
鸞
の
思
惟
に
対
す
る
上
原
専
禄
の
解
釈 

ル
ー
ベ
ン
・
ア

ビ

ト
(

南
メ
ソ
ジ
ス
ト
大
学
パ
ー
キ
ン
ス
神 

学
校) 

浄
土
真
宗
の
国
際
化
に
於
け
る
概
念
化
の
問
題

グ
ス
タ
ー
ブ
オ
・
ピ
ン
ト(

サ
ン
パ
ウ
ロ
在
住) 

浄
土
真
宗
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
解
釈
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マ
ー
ク
・
海
野(

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学)

応

対

者

多

田

稔
(

大
谷
大
学) 

ま
た
、
八
月
四
日
の
午
後
に
は
、

ツ
ア
ー
と
晩
餐
会
が
持
た
れ
た
。

ツ
ァ 

1

は
貨
切
バ
ス
で
ワ
イ
ン
工
場
の
見
学
に
出
か
け
、
晩
餐
会
は
サ
ン
フ
ラ 

ン
シ
ス
コ
の
グ
リ
ー
ン
ズ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か
れ
た
。
尚
、
晩
餐
会
の 

席
上
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
で
あ
る
ゴ
ー
ド
ン
・
カ
ウ
フ
マ
ン
博
士
よ 

り
、

「
不
可
思
議
な
る
も
の!
！

宗
教
的
対
話
の
成
立
根
拠
」

と
題
し
て 

講
演
が
為
さ
れ
た
。

こ
れ
以
外
に
、
ハ
月
三
日
の
夜
に
は
、1
3
5

の
主
催
で
会
場
を1
5
 

5

に
移
し
て
歓
迎
会
が
開
か
れ
た
。
出
席
者
は
四
十
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
が 

懇
親
を
深
め
る
と
共
に
、1
6
5

の
活
動
に
触
れ
る
機
会
を
得
た
。
 

本
学
か
ら
は
多
田
稔
教
授
を
は
じ
め
と
し
て
十
四
名
が
参
加
し
た
。
特 

に
真
宗
学
・
仏
教
学
専
攻
の
特
別
研
修
員
・
学
生
の
有
志
が
参
加
し
て
く 

れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
交
流
な
ど
も
含
め
て
大
い
に
意
義
が
あ
っ
た
と
思

②
 

わ
れ
る
。真

宗

学

の

課

題

先
に
挙
げ
た
題
目
を
見
て
も
分
る
通
り
、
発
表
は
い
わ
ゆ
る
真
宗
研
究 

の
枠
を
こ
え
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
私
は
そ
れ
ら
を
二
つ
の 

大
き
な
課
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

一
つ
は
、
国 

際
化
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
が
、
普
遍
宗
教
と
し
て
真
宗
を
押
え
よ 

う
と
す
る
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
真
宗
と
は
何
か
、
真
宗
が
言
う
人
間
の 

解
放
と
は
何
か
、

こ
れ
を
世
界
の
現
状
の
中
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る 

も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
米

国

仏

教

会(
3
。
人)

所
属
の
発
表
者
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
現
実
問
題
に
真
宗
は
ど
う
答
え
得
る
か
、
と
い
う
声
も
聞
い 

た
が
、
極
め
て
実
際
的
課
題
と
し
て
真
宗
を
明
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ 

る
。
発
表
者
の
立
場
の
違
い
に
よ
っ
て
比
較
宗
教
学
的
関
心
、
或
い
は
開 

教
的
関
心
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
違
い
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
学 

び
の
底
に
流
れ
る
課
題
が
実
際
問
題
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を 

強
く
う
け
た
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
第
一
の
課
題
で
あ
る
真
宗
を
明
ら
か
に
す
る
際 

の
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
に
住
む
我
々
に
と
っ
て
も
大
き 

な
問
題
で
あ
る
が
、
仏
教
の
歴
史
を
土
台
に
持
た
な
い
諸
外
国
に
お
い
て
、
 

仏
典
を
正
し
く
読
む
こ
と
は
如
何
に
し
て
可
能
か
と
い
う
こ
と
が
、
我
 々

の
想
像
を
超
え
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
解 

釈
学
的
方
法
が
試
み
ら
れ
た
り
、
或
い
は
異
宗
教
と
の
対
話
が
重
視
さ
れ
、
 

取
り
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
日
系
人
へ
の
伝
道
だ
け
で
な
く
ア
メ 

リ
カ
社
会
へ
の
伝
道
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
開
教
使
の
方
々
の 

声
に
接
す
る
時
、
日
本
に
あ
る
も
の
を
輸
出
す
る
だ
け
で
は
伝
道
に
な
ら 

な
い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
翻
訳
の
問
題
に
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
な 

ら
ア
メ
リ
カ
の
生
活
の
中
か
ら
再
構
築
さ
れ
た
言
葉
に
な
ら
ね
ば
通
じ
て 

い
か
な
い
こ
と
が
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
回
の
大
会
で
本
学
の
安
富
助
教
授
が
、
 

金
子

大

榮

著

『
真
宗
学
序
説
』
を
取
り
上
げ
て
、

い
わ
ゆ
る
宗
学($2, 

2
1
3
1
1

件

民

〇,5

)

に
簡
ぶ
形
で
真
宗
学(

5
1
1

5-5
1
1
1
1
5
1
:
1
x
1

0-5
)

の
目
的
と
方 

法
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ 

る
。

親
鸞
聖
人
の
著
述
を
研
究
す
る
の
は
真
宗
学
で
は
な
く
し
て
、
親
鸞
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聖
人
の
学
び
方
を
学
ぶ
の
が
真
宗
学
で
あ
る
。(

『
真
宗
学
序
説
』

三 

〇
頁)

と
い
う
金
子
先
生
の
指
摘
は
、

こ
の
言
葉
を
初
め
て
耳
に
す
る
人
に
と
っ 

て
は
、
極
め
て
新
鮮
で
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
何 

故
な
ら
、
真
宗
の
教
義
を
ど
う
理
解
し
、
解
釈
し
、
翻
訳
す
る
か
と
い
う 

課
題
に
先
立
っ
て
、
何
の
為
の
真
宗
か
、
如
何
に
し
て
明
ら
か
に
で
き
る 

の
か
を
親
舞
に
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
同
時
に
我
々
に
と
っ
て
も
、
改
め
て
立
場
の
確
認
を
迫
る
も
の
で 

あ
っ
た
。

こ
の
一
点
が
明
確
で
な
い
な
ら
ば
、
結
局
自
分
が
持
っ
て
い
る 

真
宗
理
解
を
他
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
親
嬉
は
、
時
機
を
簡
ば
ず
人
間
の
迷
い
を
超
え
さ 

せ
る
真
実
教
と
し
て
『
大
無
量
寿
経
』
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
他 

の
経
典
と
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
長
い
教
団 

の
歴
史
に
お
い
て
は
『
法
華
経
』
と
の
比
較
の
中
で
真
実
教
が
取
り
沙
汰 

さ
れ
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
果
し
て
こ
れ
は
親
鸞
の
意
図
に
順 

ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
発
想
が
更
に
現
代
に
お
い
て
、
国
際
化
の 

名
の
も
と
に
、
真
宗
の
普
遍
性
を
掲
げ
よ
う
と
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
く 

る
と
す
れ
ば
問
題
で
あ
る
。
教
の
真
実
は
迷
い
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
た 

人
間
の
誕
生
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
優
劣
を
決
め
よ
う
と 

す
る
論
理
構
築
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ 

こ
に
あ
る
の
は
限
り
な
い
自
己
正
当
化
と
靜
論
の
み
で
あ
る
。
 

安
富
氏
の
提
言
は
、
真
宗
、
真
宗
学
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
は
な
ら
な 

い
と
い
う
注
意
を
喚
起
し
、
真
宗
学
の
出
発
点
に
立
ち
帰
ろ
う
と
す
る
も 

の
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
味
で
、
前
に
述
べ
た
二
つ
の
課
題
、
す
な
わ
ち
真

宗
と
は
何
か
、
真
宗
を
明
ら
か
に
す
る
方
法(

真
宗
学)

は
何
か
、
に
応 

答
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

-

々
の
発
表
に
つ
い
て
も
、
紹
介
・
報
告
で
き
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
そ 

の
能
力
も
紙
幅
も
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
右
の
課
題
と
連
関
す
る
と
思
わ 

れ
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ゝ
フ
ル
ー
ム
博
士
の
提
言
を
紹
介
し
な
が
ら
、
真
宗 

学
の
課
題
に
つ
い
て
い
ま
し
ば
ら
く
考
え
て
み
た
い
。

プ
ル
ー
ム
博
士
に
つ
い
て
は
、
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
 

ハ
ー
バ
ー
ド
で
神
学
を
専
攻
さ
れ
、
後
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
得
度
を 

受
け
ら
れ
、

現
在
は1
6
5

の
学
部
長
で
あ
る
。
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こ
(

宗
教
的
多
元
世
界
と
の
出
会
い
に 

お
け
る
浄
土
真
宗)

と
い
う
題
目
で
、
宗
教
的
な
多
元
世
界
の
中
で
浄
土 

真
宗
は
他
の
宗
教
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
影
響
し 

合
う
の
か
と
い
う
問
い
を
通
し
て
、
真
宗
の
持
つ
役
割
を
確
か
め
よ
う
と 

す
る
も
の
で
あ
る
。
氏
は
先
ず
、
現
代
の
我
々
が
文
化
的
に
も
社
会
的
に 

も
政
治
的
に
も
宗
教
的
に
も
多
元
世
界
に
生
き
て
お
り
、
孤
立
し
た
共
同 

体
を
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。 

そ
し
て
そ
の
多
様
な
価
値
観
の
中
で
相
互
理
解
を
も
ち
、
共
に
活
動
で
き 

る
道
を
模
索
し
、
相
互
に
傷
つ
け
あ
う
戦
争
や
環
境
破
壊
を
回
避
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
更
に
真
宗
が
活
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
な 

ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
現
実
問
題
に
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
逃
げ
る
こ
と
は 

で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
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こ
こ
に
氏
の
世
界
観
及
び
宗
教
観
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う 

に
思
う
。
す
な
わ
ち
、
現
実
の
諸
問
題
と
無
関
係
に
生
き
る
こ
と
は
で
き 

な
い
こ
と
。
そ
う
い
う
人
間
生
活
の
意
味
と
価
値
を
問
う
発
言
を
す
る
の 

が
宗
教
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
氏
は
、
親
鸞
の
思
想
に
自 

ら
の
立
場
を
置
い
て
、
真
宗
が
社
会
に
お
い
て
果
す
こ
と
が
で
き
る
役
割 

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

氏
は
親
鸞
の
思
想
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、

「
信
念
と
宗
派
主
義
」
と 

い
う
一
節
を
設
け
て
宗
教
の
相
互
交
流
・
相
互
対
話
の
基
点
を
押
え
て
い 

る
。
そ
こ
で
は
宗
派
主
義
は
、
他
の
信
仰
を
排
し
、
軽
ん
ず
る
態
度
と
し 

て
定
義
さ
れ
、
宗
教
的
闘
争
を
生
む
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ 

れ
に
対
し
て
信
念
と
は
、
そ
の
信
仰
を
も
つ
、
人
の
生
活
と
活
動
の
基
盤 

で
あ
り
、
強
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
強
い
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
信
仰 

と
比
較
す
る
必
要
が
な
く
、
他
を
否
定
す
る
こ
と
も
な
い
と
言
わ
れ
て
い 

る
。
更
に
強
い
信
念
は
何
か
頑
迷
さ
を
連
想
し
、
宗
教
的
対
話
の
碍
げ
の 

よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
本
当
に
碍
げ
に
な
る
も
の
は
無
関
心
で
あ
っ 

て
、
強
い
信
念
は
か
え
っ
て
対
話
を
推
し
進
め
る
も
の
に
な
る
と
言
わ
れ 

て
い
る
。
信
念
と
宗
派
主
義
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
氏
の
提
言 

は
非
常
に
興
味
深
い
。
私
自
身
、
異
宗
教
と
言
わ
ず
、
異
宗
派
間
で
も
更 

に
は
同
じ
教
え
を
聞
く
人
と
さ
え
、
宗
教
的
対
話
に
は
困
難
さ
を
感
じ
る
。
 

そ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
は
独
善
を
誇
ろ
う
と
す
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
 

本
当
に
強
い
信
念
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
と
い
う
氏
の
問
い
か
け 

が
聞
こ
え
る
よ
う
で
あ
る
。

続
い
て
氏
は
、

こ
の
よ
う
な
強
い
信
念
を
親
鸞
の
信
心
に
見
定
め
て
い 

く
。
親
鸞
の
信
心
は
聖
道
浄
土
の
選
び
が
極
め
て
明
確
で
あ
る
、
し
か
し

だ
か
ら
と
い
っ
て
他
の
信
仰
を
非
難
し
た
り
嘲
笑
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
 

他
の
見
解
に
対
し
て
和
合
的
で
あ
る
よ
う
に
、
弟
子
た
ち
に
促
し
て
い
る 

と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
氏
の
論
拠
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る 

「
念
仏
人
々
御
中
へ
」

の
消
息
に
出
る
親
鸞
の
言
葉
で
あ
る
。 

ま
ず
、
よ
ろ
づ
の
仏
・
菩
薩
を
か
ろ
し
め
ま
い
ら
せ
、
よ
ろ
ず
の
神 

祇

・
異
道
を
あ
な
ず
り
す
て
た
て
ま
つ
る
と
も
う
す
こ
と
、

こ
の
こ 

と
ゆ
め
ゆ
め
な
き
こ
と
な
り
。(

後
略) 

確
か
に
、
非

難

・
嘲
笑
を
い
ま
し
め
る
も
の
で
は
あ
る
が
「
和
合
的
」
と 

言
え
る
か
ど
う
か
は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
教
行
信
証
』
に
出 

る

「
教
誡
」

の
語
に
対
す
る
氏
の
見
解
を
窺
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

た
だ
、
氏
の
こ
こ
で
の
意
図
は
、
強
い
信
念
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
他 

の
信
仰
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
の
証
明
を
親
鸞
の
信 

心
に
見
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
故
、

こ
の
節
の
結
び
は
、
親
鸞
は
自
分
の 

信
仰
を
他
に
強
要
し
な
か
っ
た(

他
人
の
見
解
を
認
め
、
否
定
し
な
か
っ 

た)

証

文
と

し

て

『
歎
異
抄
』

の

「
面
々
の
御
は
か
ら
い
な
り
」
を
引
い 

て
い
る
。

次
に
氏
は
、
親
鸞
に
お
け
る
聖
道
浄
土
の
選
び
に
注
目
し
、
そ
れ
が
親 

鸞
自
身
の
宗
教
体
験
に
止
ま
ら
ず
、
教
相
判
釈
の
体
系
に
な
っ
て
い
る
こ 

と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
二
双
四
重
の
教
判
が
単
に
自
ら
の
教
え 

の
優
越
性
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
形
態
の
仏
教
を 

本
願
に
連
関
さ
せ
る
意
図
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
 

親
鸞
に
は
聖
道
浄
土
の
明
確
な
選
び
が
あ
る
と
同
時
に
、
他
の
見
解
に
対 

し
て
和
合
的
態
度
を
と
り
真
宗
の
信
に
連
関
す
る
理
論
を
構
築
し
た
と
言 

う
の
で
あ
る
。
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氏
の
こ
の
見
解
に
は
す
ぐ
に
賛
同
し
か
ね
る
が
、
先
程
か
ら
尋
ね
て
い 

る
通
り
、
氏
は
宗
教
間
対
話
の
原
理
を
親
鸞
の
信
心
に
見
よ
う
と
し
て
お 

り
、
他
の
思
想
に
対
す
る
親
鸞
の
態
度
の
表
わ
れ
と
し
て
教
判
を
読
み
と 

っ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
文
字
通
り
宗
教
的
多
元
世
界
の
真
只
中
で
、
異 

宗
教
と
の
対
話
の
壁
に
つ
き
当
た
り
、

い
か
に
し
て
相
互
理
解
が
可
能
か 

と
い
う
出
口
を
模
索
し
続
け
て
き
た
氏
の
苦
渋
の
跡
が
見
え
る
よ
う
で
あ 

る
。
そ
れ
故
に
、
他
の
宗
教
に
対
す
る
批
判
に
関
し
て
も
、
自
ら
の
優
越 

性
を
証
明
す
る
た
め
に
他
を
否
定
す
る
よ
う
な
独
善
的
批
判
が
親
鸞
に
は 

な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 

氏
は
結
論
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

真
宗
は
、
親
鸞
の
教
え
の
洞
察
力
と
意
味
に
基
づ
い
て
、
現
代
人
が 

直
面
し
て
い
る
多
く
の
問
題
を
考
察
す
る
際
の
手
助
け
を
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。
し
か
し
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
真
宗
は
本
質 

的
に
権
威
主
義
的
宗
教
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
洞 

察
を
提
示
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
無
理
強
い
は
し
な
い
。
宣
教
的
で 

あ
る
が
、
他
人
の
見
解
や
価
値
観
を
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
親 

鸞
は
意
見
の
異
な
っ
た
弟
子
を
破
門
し
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
 

ブ
ル
ー
ム
氏
の
発
言
の
底
に
は
、
真
宗
が
普
遍
的
課
題
に
答
え
得
る
「
世 

界
宗
教
」
で
あ
る
と
い
う
信
念
が
流
れ
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
、
世
界
的 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
他
の
思
想
を
駆
逐
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な 

い
。
他
と
優
劣
を
競
い
、
他
を
貶
め
る
在
り
方
を
氏
は
宗
派
主
義
・
権
威 

主
義
的
宗
教
と
呼
び
、
親
鸞
の
信
心
を
そ
れ
と
簡
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は 

親
鸞
の
信
心
に
立
ち
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
氏
自
身
の
課
題
が
あ
る 

と
思
わ
れ
る
。
と
同
時
に
、
氏
の
眼
に
は
親
鸞
の
信
心
に
つ
い
て
語
り
な

が
ら
、
宗

派

主

義

・
権
威
主
義
に
堕
し
て
い
る
真
宗
教
団
の
現
実
の
す
が 

た
が
映
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

お

わ

り

に

以
上
、
極
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
、
第
五
回
大
会
に
つ
い
て
記
し
て
き 

た
。
全
体
の
印
象
と
し
て
は
、
初
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
参
加
者
の
学 

び
に
対
す
る
真
摯
さ
を
感
じ
た
三
日
間
で
あ
っ
た
。
特
に
、
卒
直
な
意
見 

交
換
を
聞
い
て
、
国
内
の
学
会
で
は
感
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
雰
囲
気
に 

触
れ
た
思
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
際
学
会
の
通
例
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な 

い
が
、
逼
迫
し
た
現
実
問
題
の
中
で
、
真
宗
の
課
題
を
明
確
に
し
た
い
と 

い
う
意
欲
の
表
わ
れ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
本
学
会
の
歴
史
的
経
緯
も
知
ら
ず
に
述
べ
る
の
は
越
権
の 

謗
り
を
免
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
学
会
は
次
の
よ
う
な
性
格
を
持 

っ
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

人
間
に
と
っ
て
の
真
宗
を
根
本
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
場
所
で
あ 

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
誰
に
対
し
て
も
門
戸
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
。
 

統
一
的
見
解
に
人
を
導
き
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と(

も
し 

そ
う
と
す
れ
ば
ブ
ル
ー
ム
氏
の
言
う
宗
派
主
義
に
堕
し
て
し
ま
う)

。
 

な
ど
で
あ
る
。
教
権
主
義
や
排
他
性
の
根
に
は
限
り
な
い
自
己
正
当
化
が 

あ
る
。
そ
の
克
服
を
国
際
真
宗
学
会
は
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
よ
う
に 

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
真
宗
を
学
ぶ
者
の
不
断
の
課
題
で
も
あ 

る
。註

①

第
三
回
大
会
に
関
し
て
は
多
田
稔
教
授
が
、
ま
た
第
四
回
大
会
に
関
し
て
は
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②
箕
浦
恵
了
教
授
が
参
加
報
告
を
書
い
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
真
宗
総
合
研
究
所 

「
研
究
所
報
」
の
第
十
八
号
と
第
二
十
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
 

学
会
に
参
加
す
る
以
外
に
、
バ
ー
ク
レ
イ
東
本
願
寺
や
東
本
願
寺
口
サ
ン
ゼ 

ル
ス
別
院
も
回
り
、
海
外
開
教
の
現
状
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
大
会
に
参
加
し
た
学
生
と
安
富
助
教
授
を
中
心
に
「欧
文
真
宗
研
究
会
」

が
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
て
い
る
。
現
在
は
第
五
回
大
会
の
発
表
論
文
を 

中
心
に
、
合
評
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③
 

ブ
ル
ー
ム
博
士
の
論
文
に
つ
い
て
は
右
の
会
で
の
樋
口
章
信
氏
の
訳
に
負
う 

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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